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No. 銘柄名 規格単位 会社名 成分名 承認区分 算定薬価 算定方式 補正加算等

1 ラピアクタ点滴用バイアル150mg
ラピアクタ点滴用バッグ300mg

150mg15mL1瓶
300mg60mL1袋

塩野義製薬 ペラミビル水和物 新有効成分 3,117円
5,792円

原価計算方式 平均営業利益率
×120％（23.0％）

注625 抗ウイルス剤（Ａ型又はＢ型インフルエ
ンザウイルス感染症用薬）

               　 成分数          品目数
内用薬          　０                 ０
注射薬            １                 ２
外用薬          　０                 ０
内計薬            １                 ２

新医薬品一覧表（平成２２年１月２２日収載予定）

薬効分類

HHCGT
スタンプ
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新医薬品の薬価算定について 

 

整理番号  １０－０１－注－１  

 薬 効 分 類   ６２５ 抗ウイルス剤（注射薬） 

 成 分 名    ペラミビル水和物 

 新薬収載希望者   塩野義製薬（株） 

 販 売 名  
 （規格単位） 

  ラピアクタ点滴用バイアル１５０ｍｇ （１５０ｍｇ１５ｍＬ１瓶） 

ラピアクタ点滴用バッグ３００ｍｇ  （３００ｍｇ６０ｍＬ１袋） 

 効 能 ・ 効 果 Ａ型又はＢ型インフルエンザウイルス感染症 

主な用法・用量 ３００ｍｇを１５分以上かけて単回点滴静注 

算 

 

 

 

定 

算定方式   原価計算方式 

  ラピアクタ点滴用バイアル１５０ｍｇ ラピアクタ点滴用バッグ３００ｍｇ 

原
 
価
 
計
 
算 

製品総原価        ２，１１２円        ３，９２５円 

営業利益 
         ６３１円 

（流通経費を除く価格の２３．０％） 

          １，１７２円 

（流通経費を除く価格の２３．０％） 

流通経費 

         ２２６円 
（消費税を除く価格の７．６％） 

出典：「医薬品産業実態調査報告書」 
    （厚生労働省医政局経済課） 

          ４１９円 
（消費税を除く価格の７．６％） 

出典：「医薬品産業実態調査報告書」 
    （厚生労働省医政局経済課） 

消費税          １４８円           ２７６円 

外国調整  なし なし 

 算定薬価 
１５０ｍｇ１５ｍＬ１瓶 

      ３，１１７円 

 ３００ｍｇ６０ｍＬ１袋 

      ５，７９２円 

外 国 価 格 新薬収載希望者による市場規模予測 

  

なし 

  

最初に承認された国： 日本 

※ 米国では、Emergency Use Authorization 

(ＥＵＡ)に基づき、限定的に使用が認められ

ている。 

 

  予測年度  予測本剤投与患者数  予測販売金額 

 

  初年度   １０．８万人    ９．９億円 

 

 （ﾋﾟｰｸ時） 

  ２年度   ６７．４万人   ４０．６億円 

 製造販売承認日  平成２２年１月１３日 薬価基準収載予定日  平成２２年１月２２日 
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薬価算定組織における検討結果のまとめ 
 

 算定方式 原価計算方式  第一回算定組織  平成２１年１２月７日 

 

 

原 

価 

計 

算 

方 

式 

を 

採 

用 

す 

る 

妥 

当 

性 
 

  新薬 類似薬がない根拠 

   成分名 ペラミビル水和物 同様の効能・効果等をもつ類似薬
はない。 

  

 
 イ．効能・効果 

Ａ型又はＢ型インフルエンザウイ
ルス感染症 

 ロ．薬理作用 ノイラミニダーゼ阻害作用 

 ハ．組成及び 

   化学構造 

  

 ニ．投与形態 

   剤形 

   用法 

 注射 

 注射剤 

 １日１回点滴静注 

営業利益率 

 

（加算の理由） 

平均的な営業利益率（１９．２％）（注）×１２０％＝２３．０％ 

（注）出典：「産業別財務データハンドブック」（日本政策投資銀行） 

本剤は、臨床試験の結果から、連日投与でなくとも、単回の点滴静
注で十分な効果が示されていること、また、慢性呼吸器疾患等の基礎
疾患を合併する患者など、経口又は吸入が困難な患者に対して投与可
能であること、さらに、日本人で1000例近い臨床試験を実施し、世界
に先駆けて開発したことを評価した。 

ただし、本剤の作用機序は、既存品と同様にノイラミニダーゼ阻害
作用であることを踏まえ、限定的な評価とした。 

 当初算定案に対する新 

 薬収載希望者の不服意 

 見の要点 

  

 上記不服意見に対する 

 見解 

 第二回算定組織  平成  年  月  日 
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